
は
じ
め
に

―
道
頓
・
道
卜
へ
の
贈
位
と
建
碑
―

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
は
、
道
頓
堀
開
削
四
百
年
の
節
目
に
当
た
る
。
百
年

前
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
道
頓
堀
開
削
三
百
年
の
年
、
大
阪
・
浪
花
座
で
「
安

井
道
頓
」
と
い
う
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
た
。（
１
）

本
稿
で
は
、
そ
の
番
付
を
紹
介
す
る
が
、

上
演
ま
で
の
経
緯
を
う
か
が
う
た
め
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
遡
っ
て
述
べ
て
い

き
た
い
。

大
正
三
年
十
一
月
、
陸
軍
特
別
大
演
習
に
際
し
、
大
正
天
皇
の
大
阪
行
幸
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
併
せ
て
、
功
臣
ら
十
一
名
へ
の
贈
位
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
、
道
頓
堀
開

削
者
と
し
て
「
安
井
市
右
衛
門
」（
道
頓
）（
２
）
と
「
安
井
九
兵
衛
」（
道
卜
）
が
含
ま
れ

て
お
り
、
従
五
位
が
追
贈
さ
れ
た
。
翌
四
年
五
月
八
日
、
道
頓
堀
北
岸
の
法
案
寺
に
お

い
て
、
豊
臣
秀
頼
、
道
頓
の
三
百
年
忌
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。（
３
）

そ
の
後
、
大
久
保

利
武
大
阪
府
知
事
の
発
案
に
よ
り
、
道
頓
堀
付
近
の
有
志
ら
（
４
）
が
協
議
し
て
道
頓
・

道
卜
の
紀
功
碑
建
設
が
決
ま
っ
た
。
用
地
は
道
頓
堀
に
架
か
る
日
本
橋
の
北
詰
東
側
で
、

か
つ
て
安
井
九
兵
衛
の
邸
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。（
５
）

建
碑
の
地
鎮
祭
は
、
九
月
十
九
日
の
午
前
十
時
よ
り
同
地
で
行
わ
れ
た
。
祭
司
は
高

津
神
社
の
宮
司
で
、
参
列
者
は
道
頓
の
末
裔
と
さ
れ
る
安
田
孫
三
郎
（
黙
思
）
の
ほ
か
、

建
碑
に
当
っ
て
寄
付
を
行
っ
た
地
元
各
町
関
係
者
な
ど
、
千
名
を
超
え
た
と
も
い
わ
れ

る
（
６
）

な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
松
竹
の
社
長
・
白
井
松
次
郎
と
歌
舞
伎
俳
優
の
實

川
延
二
郎
（
の
ち
二
代
延
若
）、
市
川
右
団
治
（
二
代
目
）、
中
村
嘉
七
（
五
代
目
）、

嵐
吉
三
郎
（
六
代
目
）
や
、
女
優
の
和
歌
浦
糸
子
、
常
盤
操
子
ら
が
参
列
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
。（
７
）

實
川
延
二
郎
は
、
翌
月
の
浪
花
座
で
二
代
延
若
の
襲
名
を
控
え
て
い
た
。

ま
た
、
和
歌
浦
糸
子
や
常
盤
操
子
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
設
立
さ
れ
た
松
竹

女
優
養
成
所
の
一
期
生
で
、
女
優
ブ
ー
ム
の
一
翼
を
担
う
人
た
ち
で
あ
る
。（
８
）

建
碑
と

演
劇
界
、
と
り
わ
け
松
竹
と
の
つ
な
が
り
が
垣
間
見
え
る
。
地
鎮
祭
の
あ
と
、
工
事
が

開
始
さ
れ
た
。

こ
の
年
は
、
十
一
月
に
京
都
で
大
正
天
皇
の
即
位
礼
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
建
碑
も
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
竣
工
し
た
い
意
向
で
あ
っ
た
。
正
確
な
竣

工
月
日
は
判
然
と
し
な
い
が
、『
贈
従
五
位
道
頓
道
卜
翁
略
伝
』（
昭
和
十
一
年
刊
）
に

は
、「
大
正
四
年
十
一
月
上
旬
盛
大
な
る
除
幕
式
を
挙
行
」
し
た
と
あ
る
。（
９
）

碑
の
題
字

は
大
久
保
知
事
、
撰
文
・
西
村
時
彦（
天
囚
）、
書
・
磯
野
惟
秋（
秋
渚
）は
共
に
大
阪
朝

日
新
聞
の
記
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
製
作
に
は
天
満
の
石
匠
・
平
清
が
当
た
っ
た
。（
１０
）

大
正
四
年
上
演
の
歌
舞
伎
「
安
井
道
頓
」
の
番
付
、
及
び
舞
台
写
真
に
つ
い
て

船
越

幹
央
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一

歌
舞
伎
「
安
井
道
頓
」
の
上
演

紀
功
碑
の
完
成
に
先
立
つ
大
正
四
年
十
月
三
日
、
道
頓
堀
の
浪
花
座
で
は
歌
舞
伎

「
安
井
道
頓
」
が
幕
を
開
け
た
。
こ
の
興
行
は
、
当
初
、
十
月
一
日
初
日
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、「
衣
裳
道
具
新
調
の
都
合
上
」（
１１
）
、
十
月
三
日
か
ら
に
延
期
さ
れ
た
。「
安

井
道
頓
」
は
、「
是
は
昨
年
、
陛
下
大
阪
に
行
幸
の
折
、
御
贈
位
あ
り
、
目
下
日
本
橋

畔
に
、
頌
徳
の
碑
を
建
設
中
、
不
日
除
幕
式
を
行
う
事
に
な
つ
て
居
る
、
安
井
道
頓
、

道
卜
の
事
蹟
を
新
し
く
脚
色
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
」（
１２
）
と
い
う
よ
う
に
、「
道

頓
の
建
碑
か
ら
思
ひ
附
い
た
際
物
」（
１３
）
で
あ
っ
た
。
三
人
の
合
作
と
な
り
、
序
幕
を
中

原
指
月
、
二
幕
目
を
食
満
南
北
、
大
詰
を
大
森
痴
雪
が
手
掛
け
た
。（
１４
）

こ
の
十
月
興
行
は
、
實
川
延
二
郎
の
二
代
延
若
襲
名
披
露
興
行
で
あ
っ
た
。
襲
名
披

露
狂
言
は
「
鐘
も
ろ
と
も
恨
鮫
鞘
」
で
、
そ
れ
に
加
え
「
安
井
道
頓
」「
梶
原
平
三
試

名
剱
」が
上
演
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
興
行
は
好
劇
家
の
注
目
を
集
め
、「
其

披
露
劇
と
云
ふ
の
を
道
頓
堀
に
見
に
行
く
と
偉
い
景
気
の
も
の
で
あ
る
、
単
に
大
阪
ば

か
り
ぢ
や
な
い
、
京
都
辺
り
か
ら
態
々
出
掛
け
て
行
く
人
が
多
い
に
は
河
内
屋
の
勢
力

も
又
大
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
１５
）
と
い
う
ほ
ど
で
、「
連
日
大
入
続
き
」（
１６
）
で

あ
っ
た
。

観
劇
料
は
、
特
等
・
二
円
六
十
銭
（
茶
火
番
附
敷
物
料
・
二
十
銭
）、
一
等
・
二
円

四
十
銭
（
同
）、
二
等
・
一
円
十
銭
（
敷
物
下
足
料
・
五
銭
）、
三
等
・
八
十
銭
（
同
）、

四
等
・
五
十
銭
（
同
）、
五
等
・
二
十
五
銭
（
同
）、
三
階
・
三
十
五
銭
（
同
）
で
あ
っ

た
（
番
付
に
よ
る
）。

好
評
の
た
め
、
十
月
二
十
八
日
ま
で
日
延
べ
す
る
と
い
う
話
も
出
た
（
１７
）
が
、
浪
花

座
の
後
興
行
の
関
係
で
十
月
二
十
六
日
ま
で
と
な
っ
た
。（
１８
）

と
こ
ろ
で
、「
安
井
道
頓
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
前
に
、
そ
の
外
題
に
つ
い
て
蛇
足

な
が
ら
触
れ
て
お
き
た
い
。
現
在
の
理
解
で
は
、
道
頓
堀
の
開
削
者
の
一
人
で
あ
る
道

頓
は
成
安
道
頓
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
道
頓
の
姓
は
長
ら

く
安
井
と
考
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
大
正
時
代
に
も
、
安
井

道
頓
と
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
。

二

配
役
、
及
び
あ
ら
す
じ

番
付
に
よ
る
と
、
主
な
配
役
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
１９
）

・
安
井
道
頓

市
川
八
百
蔵
（
七
代
目
、
の
ち
七
代
目
市
川
中
車
）

・
安
井
道
卜

實
川
延
若
（
二
代
目
）

・
豊
臣
秀
頼

中
村
福
助
（
高
砂
屋
、
四
代
目
、
の
ち
三
代
目
中
村
梅
玉
）

・
淀
君

嵐
吉
三
郎
（
六
代
目
）

・
千
姫

市
川
福
之
助
（
二
代
目
、
の
ち
四
代
目
市
川
新
升
）

・
大
野
治
氏

市
川
右
団
治
（
二
代
目
）

・
呉
竹
の
局

中
村
魁
車
（
初
代
）

・
道
頓
一
子
悦
之
助

中
村
扇
雀
（
初
代
、
の
ち
二
代
目
中
村
鴈
治
郎
）

・
速
水
甲
斐
守

中
村
梅
玉
（
二
代
目
）

・
家
臣
隆
慶

中
村
嘉
七
（
五
代
目
）

・
加
賀
爪
甚
十
郎

市
川
箱
登
羅
（
初
代
）

・
豊
島
刑
部

中
村
林
左
衛
門
（
初
代
）

・
津
川
左
近

中
村
飛
鶴
（
二
代
目
）

・
郡
主
馬

嵐
璃
�
（
四
代
目
）

・
坂
崎
出
羽
守

中
村
林
若

（６２）
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・
奥
女
中
夕
栄

中
村
成
笑
（
初
代
）

・
人
夫
九
郎
右
衛
門

中
村
扇
昇

・
曽
根
正
路

中
村
鴈
治
郎
（
初
代
）

主
役
の
道
頓
と
道
卜
は
、
襲
名
披
露
の
延
若
（
道
卜
）
と
、
東
京
か
ら
馳
せ
参
じ
た

八
百
蔵
（
道
頓
）
で
あ
る
。
淀
君
と
秀
頼
の
母
子
を
吉
三
郎
と
福
助
（
高
砂
屋
）
が
演

じ
た
。
大
野
治
氏
と
呉
竹
の
夫
妻
に
は
、
右
団
治
と
魁
車
を
配
し
、
端
役
に
鴈
治
郎
や

梅
玉
を
登
場
さ
せ
る
な
ど
、
豪
華
な
顔
ぶ
れ
と
な
っ
た
。

同
じ
く
番
付
に
よ
れ
ば
、「
安
井
道
頓
」
は
、
序
幕
「
道
頓
堀
堀
川
普
請
番
所
の
場
」、

二
幕
目
「
大
阪
城
中
奥
殿
」「
大
阪
城
中
千
畳
敷
」、
大
詰
「
大
阪
城
濠
外
の
場
」
の
三

幕
か
ら
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

﹇
道
頓
堀
堀
川
普
請
番
所
の
場
﹈

道
頓
堀
川
の
普
請
中
、
人
夫
で
あ
る
九
郎
右
衛
門
、

宗
右
衛
門
、
久
左
衛
門
ら
は
、
大
阪
落
城
が
迫
る
な
か
、
竹
槍
を
持
っ
て
大
阪
城
に
入

城
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
道
頓
の
家
臣
・
隆
慶
は
そ
れ
を
止
め
、
普
請
に
従
事
す
る
よ

う
促
す
。
そ
こ
へ
道
頓
が
現
れ
、
落
城
も
間
近
い
の
で
入
城
す
る
、
船
を
回
せ
と
命
じ

た
。
そ
し
て
、
息
子
の
悦
之
助
を
呼
び
、
こ
れ
か
ら
入
城
す
る
旨
を
告
げ
た
の
ち
、
実

は
悦
之
助
の
父
は
大
野
治
長
の
弟
・
治
氏
で
あ
り
、
母
は
自
分
の
娘
で
、
千
姫
に
従
っ

て
城
内
に
い
る
、
と
告
げ
た
。

治
氏
と
妻
・
呉
竹
が
登
場
し
、
千
姫
を
関
東
方
に
返
し
て
和
議
を
整
え
た
い
と
道
頓

に
迫
る
。
し
か
し
道
頓
は
そ
の
よ
う
な
口
車
に
は
乗
ら
な
い
と
言
い
捨
て
て
立
ち
去
っ

た
。
治
氏
と
呉
竹
は
、
こ
う
な
っ
て
は
自
刃
す
る
だ
け
と
覚
悟
す
る
が
、
悦
之
助
に
止

め
ら
れ
る
。

道
頓
の
弟
・
道
卜
が
馳
せ
来
っ
て
、
千
姫
を
自
分
の
手
で
救
い
出
し
て
関
東
方
に
渡

し
、
そ
の
代
わ
り
に
淀
君
と
秀
頼
の
助
命
を
嘆
願
す
る
こ
と
を
誓
う
。

﹇
大
阪
城
中
奥
殿
﹈

鉄
砲
の
音
で
幕
が
開
く
と
、
関
東
方
の
奥
女
中
・
夕
栄
ら
は
千
姫

を
奪
お
う
と
す
る
が
、
道
卜
が
来
て
こ
れ
を
斬
り
、
呉
竹
の
手
で
千
姫
を
奪
い
取
る
。

そ
れ
を
淀
君
が
追
っ
て
来
て
止
め
よ
う
と
す
る
。

﹇
大
阪
城
中
千
畳
敷
﹈

関
東
方
の
上
使
・
加
賀
爪
甚
十
郎
と
豊
島
刑
部
が
来
て
、
速
水

甲
斐
守
に
対
し
、
関
東
方
に
降
伏
せ
よ
と
の
口
上
を
述
べ
る
。
上
使
が
去
っ
て
、
秀
頼

が
現
れ
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
の
は
恥
辱
で
あ
る
と
覚
悟
を
決
め
る
。

呉
竹
は
千
姫
を
連
れ
て
城
中
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
が
、
淀
君
が
そ
れ
を
追
っ
て
来

る
。
道
頓
は
、
娘
・
呉
竹
を
叱
責
し
て
、
千
姫
を
関
東
方
に
渡
さ
な
い
約
束
を
さ
せ
る
。

道
頓
は
和
議
の
使
者
と
し
て
自
ら
関
東
に
下
ろ
う
と
す
る
が
、
思
い
煩
っ
た
秀
頼
は
淀

君
を
刺
そ
う
と
し
、
道
頓
に
制
止
さ
れ
る
。

﹇
大
阪
城
濠
外
の
場
﹈

治
氏
が
城
へ
合
図
す
る
と
、
道
頓
が
城
中
よ
り
出
て
来
る
。
治

氏
は
千
姫
を
関
東
方
へ
渡
す
よ
う
に
言
う
が
、
道
頓
は
従
わ
ず
に
立
ち
去
る
。
そ
こ
へ

呉
竹
が
千
姫
を
連
れ
て
城
中
よ
り
出
て
来
て
、
千
姫
を
関
東
方
の
坂
崎
出
羽
守
に
渡
す
。

道
卜
が
一
人
で
い
る
と
こ
ろ
へ
道
頓
が
現
れ
、
千
姫
が
関
東
方
に
渡
っ
た
こ
と
を
聞

い
て
落
胆
す
る
。
関
東
方
の
大
砲
が
糒
倉
に
当
た
っ
て
炎
上
す
る
と
、
道
頓
は
事
は
終

わ
っ
た
と
悟
り
、
自
ら
は
討
ち
死
を
覚
悟
し
て
、
道
卜
に
普
請
中
の
道
頓
堀
川
の
開
削

に
邁
進
せ
よ
と
言
い
残
す
。
そ
こ
へ
曽
根
正
路
が
来
て
、
淀
君
と
秀
頼
の
最
期
を
告
げ

る
と
、
道
頓
は
自
刃
す
る
。

豊
臣
家
が
滅
亡
し
た
大
坂
夏
の
陣
を
舞
台
に
、
千
姫
の
脱
出
譚
を
巧
み
に
織
り
交
ぜ

な
が
ら
筋
を
構
成
す
る
。
豊
臣
家
の
存
続
を
願
い
な
が
ら
も
、
千
姫
と
交
換
に
秀
頼
ら

の
助
命
を
考
え
る
道
卜
と
、
そ
れ
を
是
と
し
な
い
道
頓
。
二
人
を
弟
と
兄
と
し
て
、
対

比
を
際
立
た
せ
た
。
ま
た
、
道
頓
に
呉
竹
と
い
う
娘
が
い
る
設
定
を
取
り
、
彼
女
が
嫁

（６３）
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い
だ
先
が
豊
臣
方
の
武
将
・
大
野
治
長
の
弟
・
治
氏
で
あ
る
と
し
て
、
呉
竹
を
千
姫
脱

出
の
場
面
に
た
び
た
び
登
場
さ
せ
る
。

ま
ず
冒
頭
に
、
道
頓
堀
開
削
の
人
夫
と
し
て
九
郎
右
衛
門
、
宗
右
衛
門
、
久
左
衛
門

と
い
っ
た
人
物
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
頓
堀
に
沿
っ
た
川
八
丁
の
町
名
が
、

久
宝
寺
の
百
姓
で
道
頓
堀
開
削
に
従
事
し
た
者
の
名
に
由
来
す
る
（
２０
）
と
い
う
考
え
に

よ
る
。
現
在
で
は
、
ほ
ぼ
否
定
的
な
説
で
あ
る
が
、
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
町
名
の
由

来
譚
と
し
て
は
、
あ
な
が
ち
付
会
の
説
と
も
い
え
な
い
。

ま
た
、
道
頓
と
道
卜
が
兄
弟
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
今
日
で
は
、
二
人
は
縁

戚
関
係
に
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
は
道
頓
と
道
卜
は
従
兄
で
あ
っ
た
と
い
う

説
、
あ
る
い
は
道
頓
は
道
卜
の
兄
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
行
わ
れ
て
い
た
。（
２１
）

例
え
ば
、

紀
功
碑
の
碑
文
は
「
安
井
道
頓
及
従
弟
道
卜
」
と
し
て
い
る
。
脚
本
で
は
、
秀
頼
助
命

に
つ
い
て
相
反
す
る
道
を
選
ぶ
二
人
を
兄
弟
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
対
照
的
に
描
き
出

そ
う
と
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
道
頓
の
娘
・
呉
竹
や
大
野
治
長
の
弟
・
治
氏
は
、
架
空
の
人
物
で
あ
ろ
う
。

現
在
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、
全
編
に
わ
た
っ
て
多
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
知
見
か
ら
す
る
と
、
治
氏
・
呉
竹
夫
妻

を
虚
構
の
人
物
と
し
て
活
躍
さ
せ
る
ほ
か
は
、
お
お
む
ね
「
史
実
」
に
即
し
て
脚
本
を

書
い
た
と
い
う
認
識
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

三

新
聞
雑
誌
評

大
阪
毎
日
新
聞
と
大
阪
朝
日
新
聞
に
「
安
井
道
頓
」
の
劇
評
が
出
て
い
る
。
い
ず
れ

も
演
劇
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
冒
頭
に
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は
省

略
し
た
。（
２２
）

﹇
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
九
日
付
﹈

�

�

�

�

�

�

�

■
道
頓
と
運
命
の
争

つ
ま
り
道
頓
の
豊
臣
家
再
興
の
苦
心
が
、
事
の
間
違
で
ぐ
れ
は

ま
に
な
る
の
に
つ
け
て
、
運
命
の
向
背
今
更
自
分
一
人
の
手
で
何
う
に
も
出
来
な
い
の

に
驚
き
、
弟
を
諭
し
て
権
勢
争
奪
の
巷
か
ら
去
つ
て
、
翻
つ
て
人
道
的
事
業
に
貢
献
さ

せ
や
う
と
志
す
点
を
狙
つ
た
も
の
ら
し
い
が
夫
に
し
て
は
道
頓
自
身
と
運
命
の
争
ひ
が

何
処
に
も
強
く
出
し
て
な
い
の
で
作
意
が
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
る
。
筋
は
通
つ
て
ゐ
る
が

色
が
出
て
ゐ
な
い
憾
が
あ
る
。

�

�

�

�

�

�

■
役
々
の
出
来
栄

八
百
蔵
の
道
頓
は
別
に
技
巧
に
新
し
い
点
は
無
い
が
持
前
の
名
調

子
で
立
派
に
役
を
持
堪
へ
て
ゐ
る
。
延
若
の
道
卜
が
兄
道
頓
に
対
す
る
関
係
は
一
寸
宗

任
程
の
個
人
色
が
出
し
て
な
い
の
で
演
難
い
所
が
あ
る
ら
し
い
。
福
助
の
秀
頼
は
上
品

で
生
温
な
と
こ
ろ
が
秀
頼
の
俤
を
伝
え
て
ゐ
る
が
、
何
の
為
に
淀
君
を
殺
さ
う
と
す
る

の
か
訳
が
分
ら
な
い
。
魁
車
の
呉
竹
は
よ
く
演
て
ゐ
た
。
右
団
治
の
大
野
治
氏
は
安
つ

ぽ
過
ぎ
る
、
狸
爺
と
も
い
は
れ
る
家
康
の
使
者
と
し
て
最
少
し
鰭
が
あ
つ
て
欲
し
い
。

鴈
治
郎
の
曽
根
正
路
は
無
く
も
が
な
の
役
で
あ
る
。
那
の
一
人
物
が
出
る
だ
け
で
道
頓

最
後
の
悲
劇
が
ど
れ
程
弱
め
ら
れ
る
か
知
れ
な
い
。
作
者
の
罪
で
あ
り
、
か
ね
て
ま
た

興
行
師
と
俳
優
の
罪
で
あ
る
。

﹇
大
阪
朝
日
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
十
二
日
付
夕
刊
﹈

■
社
稷
一
朝
に
虚
と
な
つ
て
本
丸
か
ら
寄
手
を
望
み
つ
ゝ
狂
悶
す
る
秀
頼
母
子
は
面
白

い
窺
ひ
処
で
結
構
だ
が
其
他
の
人
物
の
性
格
が
一
夜
漬
の
お
間
に
合
せ
で
あ
る
為
折
角

の
千
畳
敷
の
場
面
も
間
が
抜
け
て
惜
し
い
材
料
が
や
す
�
�
と
殺
さ
れ
て
し
ま
う
て
ゐ

る

（６４）
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■
遣
繰
に
頗
る
苦
心
の
跡
の
見
え
る
脚
色
と
こ
れ
迄
あ
ま
り
聞
い
た
事
の
な
い
人
物
と

�

�

�

�

�

�

�

を
与
へ
ら
れ
て
延
若
の
道
卜
、
魁
車
の
呉
竹
、
右
団
治
の
大
野
治
氏
な
ど
が
夫
々
の
性

�

�

�

格
を
探
り
�
�
に
演
じ
て
ゐ
る
内
に
八
百
蔵
の
み
は
そ
ん
な
事
に
は
頓
着
な
く
持
前
の

柄
と
調
子
と
で
グ
ン
�
�
演
つ
て
行
く
処
道
頓
正
に
清
正
程
の
価
値
が
あ
る
、
本
領
の

�

�

女
形
の
時
に
は
妙
に
冷
か
す
ぎ
る
の
に
反
し
福
助
の
秀
頼
は
頗
る
は
ま
つ
た
役
で
情
熱

�

�

�

も
可
な
り
出
た
、
吉
三
郎
の
淀
君
は
や
す
つ
ぽ
く
て
物
足
り
な
い
（
玖
琉
盤
）

芝
居
と
し
て
は
、「
作
意
が
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
る
」
と
か
「
人
物
の
性
格
が
一
夜
漬

の
お
間
に
合
せ
」
で
あ
る
な
ど
今
ひ
と
つ
と
評
さ
れ
、
俳
優
陣
も
初
役
に
そ
の
性
格
を

つ
か
み
あ
ぐ
ね
た
模
様
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
道
頓
役
の
八
百
蔵
が
迫
力
の
あ
る
演

技
を
見
せ
た
。

雑
誌
で
は
、「
演
芸
画
報
」
大
正
四
年
十
一
月
号
に
、
渡
辺
霞
亭
「
浪
花
座
見
物
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
番
目
の
「
安
井
道
頓
」
は
去
年
の
秋
贈
位
の
恩
典
に
浴
し
た
安
井
道
頓
の
事
蹟
を
、

最
も
誇
張
的
に
、
最
も
芝
居
ら
し
く
脚
色
し
た
準
際
物
で
あ
る
、
一
年
越
の
際
物
は

少
々
気
の
抜
け
た
感
も
あ
る
が
近
く
道
頓
の
建
碑
式
が
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、
少
ば
か
り

香
ひ
が
残
つ
て
居
る
、
何
し
ろ
、
大
阪
を
中
心
と
し
て
関
西
第
一
の
歓
楽
場
と
な
つ
て

居
る
道
頓
堀
を
開
い
た
大
恩
人
の
事
蹟
を
吹
聴
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
気
は
抜
け
て
も
、

際
物
が
か
つ
て
も
、
そ
こ
に
深
い
美
し
い
意
味
が
あ
つ
て
、
至
極
結
構
で
は
あ
る
が
、

道
頓
兄
弟
を
あ
ま
り
大
軍
人
大
忠
臣
に
仕
揚
げ
過
た
結
果
、
一
寸
途
惑
ひ
の
形
が
あ
る
、

冥
途
の
兄
弟
も
「
わ
し
等
は
そ
ん
な
も
の
ぢ
や
ご
は
せ
ん
よ
」
と
驚
い
て
居
る
だ
ら
う

と
想
像
さ
れ
る
、
殊
に
秀
頼
の
簾
中
千
姫
を
搦
ま
せ
て
、
そ
れ
に
兄
弟
意
志
の
齟
齬
を

見
せ
る
彩
色
に
し
て
あ
る
か
ら
道
頓
兄
弟
が
大
阪
城
を
背
負
て
立
ち
さ
う
な
さ
ま
で
あ

る
、
道
頓
の
為
め
に
は
有
難
迷
惑
か
も
知
れ
な
い
、
道
頓
兄
弟
の
生
命
は
、
そ
こ
以
外

に
も
つ
と
確
な
物
が
あ
る
筈
だ

八
百
蔵
の
道
頓
が
口
で
勝
り
、
延
若
の
道
卜
は
活
気
で
見
ら
れ
る
﹇
、
﹈
福
助
の
秀

頼
も
悪
く
な
い
、
魁
車
の
呉
竹
の
局
は
よ
か
つ
た

﹇

﹈
内
は
引
用
者
が
補
っ
た
。

四

番
付
に
つ
い
て

上
演
に
際
し
て
発
行
さ
れ
た
番
付
は
、
洋
紙
に
印
刷
し
て
袋
綴
じ
（
ホ
チ
キ
ス
留
め
）

し
た
も
の
で
、
縦
二
十
一
・
五
セ
ン
チ
、
横
十
五
セ
ン
チ
（
現
在
の
Ａ
五
判
相
当
）、

七
丁
（
十
四
ペ
ー
ジ
）
か
ら
な
る
。

表
紙
（
一
ペ
ー
ジ
）
に
は
、

当
ル
大
正
四
年
十
月
興
行
／
毎
日
午
後
一
時
開
幕

壱
番
目
／
先
頃
思
召
を
も
つ
て
／
位
記
を
賜
り
／
近
頃
日
本
橋
が
り
に
／
頌
徳
碑

を
建
つ
る
／
安
井
道
頓

三
幕

中
幕
／
古
郷
へ
綺
羅
を
／
星
合
寺
／
か
ざ
る
季
候
も
／
紅
葉
時
／
梶
原
平
三
試
名

剱

一
幕

弐
ば
ん
目
／
嗚
呼
が
ま
し
く
も
／
御
す
ゝ
め
に
／
亡
父
の
型
の
／
古
手
屋
を
／
又

新
ら
し
く
／
名
跡
を
つ
く
も
／
鐘
も
ろ
と
も
恨
鮫
鞘

三
幕

道
頓
堀
／
浪
花
座
／
電
話
南
一
四
五
九
番
／
弐
七
○
九
番

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
紫
色
で
「
浪
花
座
印
」
が
二
か
所
捺
印
さ
れ
て
い
る
。

「
安
井
道
頓
」
の
角
書
に
は
、
従
五
位
を
賜
っ
て
日
本
橋
の
畔
に
頌
徳
碑
が
建
立
さ

（６５）
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れ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
ペ
ー
ジ
に
は
口
上
と
出
演
俳
優
名
、
三
・
四
ペ
ー
ジ
に
は
活
字
で
芝
居
の
あ
ら
す

じ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
五
ペ
ー
ジ
に
は
「
慶
長
十
九
年
五
月
六
日
／
道
頓
の
入
場
」、

六
ペ
ー
ジ
に
は
「
慶
長
十
九
年
五
月
七
日
／
秀
頼
の
苦
悶
」、
七
ペ
ー
ジ
に
は
「
慶
長

十
九
年
五
月
七
日
／
関
東
の
毒
計
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
絵
看
板
風
の
絵
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
下
段
に
俳
優
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
絵
本
番
付
に
な
っ
て
い
る
。

八
・
九
ペ
ー
ジ
に
は
「
梶
原
平
三
試
名
剱
」、
十
ペ
ー
ジ
か
ら
十
三
ペ
ー
ジ
に
は

「
鐘
も
ろ
と
も
恨
鮫
鞘
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
（
十
四
ペ
ー
ジ
）
は
、

頭
取
や
狂
言
作
者
の
氏
名
と
、
観
劇
料
な
ど
が
記
さ
れ
、
鉛
筆
で
「
大
正
四
、
十
」
の

書
き
込
み
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
二
ペ
ー
ジ
の
口
上
に
つ
い
て
は
、
や
や
読
み
難
く
も
あ
る
の
で
翻
刻
し

て
お
く
。乍

憚
口
上

天
朗
か
に
気
澄
む
の
好
季
当
座
盆

替
り
興
行
の
儀
大
阪
歌
舞
伎
の
重

鎮
を
集
め
久
方
ぶ
り
に
大
一
座
を
以

つ
て
開
演
可
仕
尤
夏
季
休
演
中
な

り
し
中
村
鴈
治
郎
中
村
梅
玉
一
座
ニ

東
京
よ
り
久
々
に
て
市
川
八
百
蔵
を
迎
へ

な
ほ
實
川
延
二
郎
儀
か
ね
て
御
贔
屓
の
御

勧
め
に
よ
り
此
度
二
代
目
實
川
延
若
を

襲
名
さ
せ
そ
の
御
披
露
を
も
可
仕
候
す
べ

て
の
上
に
留
意
せ
し
当
興
行
に
多
大
の
御

同
情
を
賜
り
賑
々
敷
御
来
観
の
程
伏
て

奉
懇
願
候

月

日

座
主謹

白

ま
た
、
口
上
の
下
に
記
さ
れ
た
俳
優
名
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

中
村
鴈
治
郎
／
中
村
福
助
／
中
村
魁
車
／
林

長
三
郎
／
中
村
飛
鶴
／
市
川
福
之
助

／
中
村
成
笑
／
中
村
扇
昇
／
中
村
扇
雀
／
市
川
右
団
治
／
實
川
芦
鴈
／
中
村
林
若
／
中

村
林
左
衛
門
／
市
川
箱
登
羅
／
中
村
嘉
七
／
嵐

璃
�
／
嵐

吉
三
郎
／
實
川
延
二
郎

改
メ

實
川
延
若
／
中
村
梅
玉
／
当
ル
盆
替
り
興
行
／
東
京
下
り
／
市
川
八
百
蔵

本
稿
で
は
、
表
紙
か
ら
七
ペ
ー
ジ
ま
で
と
裏
表
紙
を
写
真
版
で
掲
載
す
る
（
筆
者
所

蔵
）。

五

舞
台
写
真
に
つ
い
て

こ
の
演
目
に
つ
い
て
は
、
幸
い
「
演
芸
画
報
」
大
正
四
年
十
一
月
号
に
舞
台
写
真
四

枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
併
せ
て
掲
出
し
て
お
き
た
い
（
筆
者
所
蔵
）。

一
枚
目
は
、
三
つ
折
り
に
な
っ
た
大
判
写
真
で
、「
大
阪
城
千
畳
敷
の
場
」
で
あ
る
。

俳
優
は
「
中
村
福
助
の
豊
臣
秀
頼
」
と
「
市
川
八
百
蔵
の
安
井
道
頓
」。

二
枚
目
以
下
は
通
常
の
判
型
と
な
る
。
二
枚
目
は
、「
道
頓
堀
川
普
請
の
場
」
で
、

「
市
川
右
団
次
の
大
野
壱
岐
守
治
氏
」
と
「
中
村
魁
車
の
呉
竹
の
局
」。
画
面
上
部
に

は
、「
安
井
道
頓
の
墓
前
」
と
し
て
、「
市
川
八
百
蔵

中
村
福
助

嵐
吉
三
郎

白
井

（６６）
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松
次
郎

鶴
屋
南
北

實
川
延
若

中
村
扇
雀

市
川
右
団
次

中
村
魁
車

中
原
指

月
」
の
集
合
写
真
を
掲
げ
る
（
後
述
）。

三
枚
目
も
同
じ
場
で
、「
實
川
延
若
の
安
井
道
卜
」
と
「
中
村
扇
雀
の
道
頓
一
子
悦

之
助
」、
さ
ら
に
画
面
左
上
に
枠
囲
み
で
「
嵐
吉
三
郎
の
淀
君
」
を
載
せ
る
。

最
後
に
、「
大
阪
城
本
丸
帯
廓
畔
の
場
」（
上
述
の
大
阪
城
濠
外
の
場
と
同
じ
）
と
し

て
、「
市
川
八
百
蔵
の
安
井
道
頓
」
と
「
實
川
延
若
の
安
井
道
卜
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
枚
目
に
掲
出
さ
れ
た
集
合
写
真
「
安
井
道
頓
の
墓
前
」
に
つ
い
て
付

言
し
た
い
。
こ
の
写
真
は
、
番
付
の
三
ペ
ー
ジ
の
上
部
に
も
「
安
井
道
頓
道
卜
建
碑
地

目
標
及
俳
優
の
墓
参
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
枚
の
う
ち
の
一
枚
）。
五
輪

塔
の
前
で
僧
侶
が
読
経
し
て
お
り
、
そ
の
左
に
俳
優
た
ち
が
並
ん
で
い
る
。

僧
侶
を
除
き
九
人
が
写
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
氏
名
は
十
人
記
さ
れ
て
い

る
。
顔
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら
白
井
松
次
郎
が
加
わ
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。
確
か
に
、

後
列
右
端
は
八
百
蔵
、
そ
の
左
は
福
助
で
あ
り
、
前
列
右
端
は
延
若
、
そ
の
隣
は
扇
雀

（
若
き
日
の
二
代
鴈
治
郎
）
で
間
違
い
な
く
、
左
か
ら
二
人
目
も
魁
車
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
人
名
は
、
白
井
社
長
を
除
く
人
物
を
立
ち
位
置
に
従
っ
て
列

記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鶴
屋
南
北
と
あ
る
の
は
食
満
南
北
の
こ
と
で
あ

る
（
六
代
目
鶴
屋
南
北
を
名
乗
っ
た
）。
な
お
、
番
付
掲
載
写
真
で
は
、
横
顔
の
中
原

指
月
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。

五
輪
塔
は
、
千
日
前
の
三
津
寺
墓
地
松
林
庵
（
大
阪
市
中
央
区
千
日
前
二
）
に
現
存

す
る
も
の
で
、
同
地
で
撮
影
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
撮
影
日
時
は
不
詳
で

あ
る
。

お
わ
り
に

歌
舞
伎
「
安
井
道
頓
」
は
、
知
り
得
る
限
り
、
こ
れ
以
後
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。（
２３
）

ま
さ
に
際
物
と
し
て
、
道
頓
堀
開
削
三
百
年
に
の
み
登
場
し
た
の
で
あ
っ

た
。奇

し
く
も
、
本
稿
執
筆
中
の
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
月
、
吉
本
新
喜
劇
で

「
『
成
安
道
頓
』
夢
を
掘
っ
た
男
」
が
上
演
さ
れ
た
。（
２４
）
吉
本
新
喜
劇
な
ら
で
は
の
ギ
ャ

グ
を
交
え
た
演
出
で
あ
っ
た
が
、
史
実
を
踏
ま
え
つ
つ
虚
構
を
織
り
込
ん
だ
構
成
と
見

受
け
ら
れ
た
。

感
慨
深
か
っ
た
の
は
、
百
年
前
、「
安
井
道
頓
」
と
し
て
上
演
さ
れ
た
芝
居
が
、
今

回
は
「
成
安
道
頓
」
と
題
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
百
年
の
間
に
認
識
が
変
化
し
た

こ
と
は
、
先
学
の
研
究
と
普
及
の
賜
物
で
あ
り
、
う
れ
し
い
思
い
で
あ
っ
た
。
反
面
、

観
覧
者
の
多
く
が
そ
の
点
に
無
頓
着
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
は
、
少
し
寂
し
い
気
持
ち

を
抱
か
せ
た
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
こ
の
上
演
に
つ
い
て
は
、『
近
代
歌
舞
伎
年
表

大
阪
篇
』
五
、
八
木
書
店
、
一
九
九
〇
年
、

七
六
一
〜
七
六
二
ペ
ー
ジ
に
、
演
目
、
配
役
、
口
上
、
観
劇
料
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
記

載
の
典
拠
は
本
稿
で
紹
介
す
る
番
付
等
な
の
で
、
本
稿
は
『
近
代
歌
舞
伎
年
表

大
阪

篇
』
を
補
足
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
牧
英
正
『
道
頓
堀
裁
判
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
、
十
六
ペ
ー
ジ
。
位
記
に
は
、
市
左

衛
門
で
は
な
く
市
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。

（６７）
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（
３
）『
贈
従
五
位
道
頓
道
卜
翁
略
伝
』
道
頓
祭
協
賛
会
、
一
九
三
六
年
、
五
ペ
ー
ジ
。

（
４
）
石
碑
の
台
座
に
は
、
以
下
の
十
三
町
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
長
堀
橋
筋
二
丁
目
、
大
和

町
、
宗
右
衛
門
町
、
心
斎
橋
筋
二
丁
目
、
久
左
衛
門
町
、
湊
町
、
九
郎
右
衛
門
町
、
西
櫓

町
、
東
櫓
町
、
日
本
橋
筋
一
丁
目
、
高
津
町
十
番
町
、
二
ツ
井
戸
町
、
高
津
町
壱
番
町
。

高
津
神
社
が
所
在
す
る
高
津
町
一
番
町
を
除
き
、
す
べ
て
道
頓
堀
沿
岸
の
町
で
あ
る
。

（
５
）
前
掲（
３
）、
五
ペ
ー
ジ
。

（
６
）
大
阪
朝
日
新
聞
、
及
び
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
正
四
年
九
月
二
十
日
付
。
な
お
、
上
記
二
紙

に
つ
い
て
は
、
以
下
す
べ
て
大
阪
版
に
よ
る
。

（
７
）
前
掲
紙
。

（
８
）『
松
竹
百
年
史

本
史
』
松
竹
、
一
九
九
六
年
、
一
七
六
〜
一
七
八
ペ
ー
ジ
。

（
９
）
前
掲
『
贈
従
五
位
道
頓
道
卜
翁
略
伝
』、
七
ペ
ー
ジ
。

（
１０
）
石
碑
の
台
座
銘
に
よ
る
。

（
１１
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
一
日
付
。

（
１２
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
四
日
付
。

（
１３
）
大
阪
朝
日
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
十
二
日
付
夕
刊
。

（
１４
）
澤
井
万
七
美
「
初
代
中
村
鴈
治
郎
年
譜
稿
」（「
歌
舞
伎

研
究
と
批
評
」
２１
、
一
九
九
八

年
所
収
）。

（
１５
）
京
都
日
出
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
十
二
日
付
夕
刊
。

（
１６
）
渡
辺
霞
亭
「
浪
花
座
見
物
」（「
演
芸
画
報
」
大
正
四
年
十
一
月
号
所
収
）。

（
１７
）
大
阪
朝
日
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
二
十
三
日
付
夕
刊
。

（
１８
）
大
阪
毎
日
新
聞
、
大
正
四
年
十
月
二
十
八
日
付
夕
刊
。

（
１９
）
俳
優
に
つ
い
て
は
、『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧

第
四
次
修
訂
版
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、

二
〇
一
二
年
、『
歌
舞
伎
人
名
事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
八
八
年
な
ど
に
よ
る

が
、
一
部
不
詳
の
も
の
が
あ
る
。

（
２０
）
宮
本
又
次
「
大
阪
三
郷
の
成
立
と
道
頓
堀
と
安
井
家
（
解
説
一
）」（『
大
坂
菊
屋
町
宗
旨

人
別
帳
』
六
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
所
収
）。

（
２１
）『
南
区
志
』
大
阪
市
南
区
役
所
、
一
九
二
八
年
、
五
三
四
〜
五
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
２２
）
新
聞
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
原
文
に
は
人
名
等
に
■
点
や
▲
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
煩

雑
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
圏
点
に
改
め
た
。

（
２３
）『
松
竹
関
西
演
劇
誌
』
松
竹
編
纂
部
、
一
九
四
一
年
、
二
一
三
ペ
ー
ジ
、
三
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
２４
）
平
成
二
十
七
年
十
月
二
日
〜
十
月
十
一
日
、
な
ん
ば
グ
ラ
ン
ド
花
月
、
全
十
公
演
、
公
演

時
間
一
時
間
四
十
五
分
。
脚
本
・
宮
崎
高
章
、
演
出
・
吉
谷
光
太
郎
。
出
演
・
す
っ
ち
ー

（
成
安
道
頓
）、
清
水
け
ん
じ
（
安
井
道
卜
）、
吉
田
裕
（
真
田
幸
村
）、
島
田
一
の
介

（
豊
臣
秀
吉
）、
烏
川
耕
一
（
徳
川
家
康
）。
大
阪
の
陣
三
部
作
の
完
結
編
と
し
て
上
演
さ

れ
た
。

（６８）

大正四年上演の歌舞伎「安井道頓」の番付、及び舞台写真について



番付 １ページ（表紙）
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番付 ２ページ

（７０）

大正四年上演の歌舞伎「安井道頓」の番付、及び舞台写真について



番付 ３ページ
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番付 ４ページ

（７２）

大正四年上演の歌舞伎「安井道頓」の番付、及び舞台写真について



番付 ５ページ
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番付 ６ページ

（７４）

大正四年上演の歌舞伎「安井道頓」の番付、及び舞台写真について



番付 ７ページ

（７５）
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番付 １４ページ（裏表紙）

（７６）

大正四年上演の歌舞伎「安井道頓」の番付、及び舞台写真について



演芸画報（１）大阪城千畳敷の場（市川八百蔵、中村福助）

（７７）

大阪歴史博物館 研究紀要 第１４号（２０１６）



演芸画報（２）道頓堀川普請の場（市川右団次、中村魁車）

（７８）

大正四年上演の歌舞伎「安井道頓」の番付、及び舞台写真について



演芸画報（３）道頓堀川普請の場（實川延若、中村扇雀、嵐吉三郎）

（７９）

大阪歴史博物館 研究紀要 第１４号（２０１６）



演芸画報（４）大阪城本丸帯廓畔の場（市川八百蔵、實川延若）

（８０）

大正四年上演の歌舞伎「安井道頓」の番付、及び舞台写真について


